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児童館について

児童館は、子どもの健全育成を目的とする
児童福祉施設

児童福祉法第４０条

児童厚生施設は、児童遊園、児童館等児童に健全な遊びを与えて、その健康を
増進し、又は情操をゆたかにすることを目的とする。



児童館について

子ども（児童）がいつでも遊べる、利用できるところ（館）



児童館について

全国に４，２４８か所あります。

運営主体別数

公営 ２，２３９か所

民営 ２，００９か所

施設種別数

小型児童館 ２，４０４か所

児童センター １，７０７か所

大型児童館 １８か所

その他の児童館 １１９か所

＊厚生労働省『社会福祉施設等調査』（令和６年１０月１日現在）



京都市の児童館について



京都市の児童館について

京都府内の児童館数

１７０施設

京都市内に１２９施設

＊厚生労働省『社会福祉施設等調査』（令和６年１０月１日現在）



京都市の児童館について

運営主体別数

公営 ２，２３９か所

民営 ２，００９か所

施設種別数

小型児童館 ２，４０４か所

児童センター １，７０７か所

大型児童館 １８か所

その他の児童館 １１９か所

＊厚生労働省『社会福祉施設等調査』（令和６年１０月１日現在）

京都市内の児童館はすべて民営で小型児童館



京都市の児童館について

児童館 ＋ 学童クラブ＝ハイブリッド施設

一元化児童館

館長 ×１

厚生員×４ 児童館担当

学童クラブ担当

職員５名体制 ※

＋

※ 学童クラブのクラス数により、変動あり。



京都市の児童館について

大宮西野山児童館 梅津北児童館

塔南の園児童館 大宅児童館

単独の建物

複合施設

学校内
または
隣接

保育園と
併設



京都市の児童館について

児童館の施設特性

子どもの
自立支援

子育ての
社会連帯

共生の
まちづくり

これに応えていくために、児童館は以下の３つの機能を備えています。

子ども育成機能 子育て家庭支援機能 地域福祉促進機能



京都市の児童館について

子どもの自立支援（子ども育成機能）



京都市の児童館について

子育ての社会連帯（子育て家庭支援機能）



京都市の児童館について

共生のまちづくり（地域福祉促進活動）



京都市の児童館について

児童館 ＋ 学童クラブ＝ハイブリッド施設

一元化児童館

＋

自由に来館する
子どもたちも
いれば・・・

学童クラブの
子どもたちも
一緒に過ごす



京都市の児童館について

学童クラブ事業

国の子ども・子育て支援制度における
放課後健全育成事業（放課後児童クラブ）

設置数 ２５,９２８か所（令和７年５月１日現在）

自治体によっては、「学童保育・学童・放課後留守家庭児童会・児童クラブ」
などの名称で実施されています。

京都市では、「学童クラブ事業」としています。



京都市の児童館について

学童クラブ事業

昼間留守家庭児童を保護、育成をはかる

•「生活の場」を通した生活援助（生活援助機能）

•「遊び」を通した健全育成 （子ども育成機能）

保護者の就労等と子育ての両立を支援する役割

•保護者としての役割を果たせるようにするための援助（子育て支援機能）

•保護者の就労等の生活を継続的に支えるための援助 （就労等援助機能）



京都市の児童館について

学童クラブ事業



子どもの声を聴く



子どもの声を聴く

子どもたちの居場所としての児童館

誰でもいつでも自由に

利用できる場所

・やりたい遊びが友達や職員とできる。

・やりたい気持ちのときに自由に行き、自由に帰ることができる。

・何もしなくてもいい場所にもなる。

子どもたちのそのままを

受け入れること

・楽しいこと、うれしいこと、いやだったこと、さまざまな気持ち

が出せる場所。

・気持ちに寄り添う、見守ること。



子どもの声を聴く

みんなの秘密基地 フレンドリースペース

（桂徳児童館）

20,000円の
助成金で何が
できるか？

1泊2日の
有馬温泉＆福知

山廃線敷
旅行へ

20,000円を
もっと増やすに

は・・・
バザー出店！



子どもの声を聴く

事例はたくさんあります・・・

児童館＆学童保育所
巡礼の旅

（うずらの里児童館）

京都版ミニ・ミュンヘン
in梅小路じどうかんのおまつりの

コーナー企画、運営

意見箱の設置
購入物品の投票など

子どもたちが企画した
児童館の広報活動



京都市の児童館・学童保育所のマスコットキャラクター
きらきらキッズちゃん



児童館は

子ども・家庭・地域を守備範囲に、さまざま

な角度から事業を実施している。

誰もが遠慮なく、気軽に立ち寄れる子どもの

ための施設、それが児童館です。
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